
 

令和８年９月３日  

烏 山 総 合 支 所   

危 機 管 理 部  

 

オウム真理教問題対策（状況）について 

 

 

１ 現地の状況 

信者の居住状況について、関係機関からの情報では、ＧＳハイム烏山（南烏山６－３０－

１９）に「ひかりの輪」信者５名程度が居住している模様である。 

 

２ 烏山地域オウム真理教対策住民協議会の活動状況 

（１）会議の開催状況 

第２０７回実行委員会（第２７１回事務局会議合同） 

  日 時 令和８年６月５日（金） 午後２時３０分～３時４０分 

第２０８回実行委員会（第２７２回事務局会議合同） 

  日 時 令和８年７月９日（木） 午後１時３０分～３時００分 

（２）募金活動 

オウム問題の風化防止や活動資金の確保に向け、町会・自治会や商店街などのイベン

トや祭り会場に出向いて募金活動に取り組んでいる。 

（３）第５３回 抗議デモ・学習会 

日 時 令和８年１１月１４日（土）午後１時３０分～４時頃 

場 所 抗議デモ：烏山区民センター前広場～ＧＳハイム烏山前～烏山区民センター前広場  

学 習 会：烏山区民会館ホール 

講 師 板橋 功氏（公益財団法人 公共政策調査会 研究センター長） 

演 題 調整中 

 

３ オウム真理教対策関係市区町連絡会総会 

下記の通りＷｅｂ会議形式で開催され、区職員３名が参加した。 

 日 時 令和８年６月８日（月）午後１時３０分～２時３０分 

 内 容 （１）令和７年度の活動報告及び決算、令和８年度の活動方針及び予算につい

て協議・決定した。 

     （２）令和８年度役員の改選 

会 長 足立区   

副会長 杉並区、栃木県大田原市  

監 事 長野県木曽町、東大阪市 

 

４ 観察処分更新を求める国への要請行動（予定） 

  区及び住民協議会では、令和９年１月に期限を迎えるオウム真理教後継団体「Aleph」、

「ひかりの輪」、「山田らの集団」に対する団体規制法に基づく観察処分の期間更新を求め、

国への要請行動を行う予定である。 

   日 時 令和８年１０月１３日（火）時間は調整中 

   要請先  法務大臣、公安調査庁長官、公安審査委員会委員長 

   参加者  オウム真理教対策関係市区町連絡会の自治体及び住民協議会等 
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令
和
８
年
５
月
９
日
（
土
）
、オ
ウ
ム
真
理
教

対
策

第
52
回
抗
議
デ
モ
・
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
烏
山
地
域
の
町
会
・

自
治
会
を
中
心
に
、
世
田
谷
区
長
、
東
京
都
議

会
議
員
、
世
田
谷
区
議
会
議
員
の
ほ
か
、
足
立

区
お
よ
び
甲
賀
市
の
住
民
協
議
会
関
係
者
も

参
加
し
、
総
勢
１
８
２
名
が
烏
山
区
民
セ
ン

タ
ー
前
広
場
を
出
発
し
、
ひ
か
り
の
輪
施
設
周

辺
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

デ
モ
の
終
了
後
に
は
、
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
滝
本
太
郎
弁
護
士
に
よ
る

学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
『
グ
ル
イ
ズ
ム
、
グ
ル
の
出
現
』
。
オ
ウ
ム
真

理
教
に
お
け
る
「
グ
ル
」

の
概
念
や
、
現
在
の
関

連
団
体
の
状
況
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
事
例
を

交
え
な
が
ら
解
説
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
２
０
０
７
年
に
上
祐
史
浩

が
ア
レ
フ
を
離
れ
、「
ひ
か
り
の
輪
」
を
設

立
し
た
経
緯
か
ら
話
が
始
ま
り
、
現
在
の

活
動
状
況
や
、
観
察
処
分
の
取
消
し
を
最

大
の
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
祐
は
話
術
に

優
れ
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

に
登
場
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
そ

れ
が
実
現
し
て
い
な
い
背
景
に
は
、
地
域

住
民
に
よ
る
継
続
的
な
活
動
の
力
が
あ

る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
お
け
る
グ
ル
イ
ズ

ム
は
、
麻
原
彰
晃
へ
の
絶
対
的
な
服
従

を
特
徴
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
具
体

例
の
数
々
は
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
り
、
信
者
に

と
っ
て
麻
原
は
絶
対
的
な
存
在

で
あ
り
、「
大
宇
宙
」
と
ま
で
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
教

団
の
真
の
目
的
は
一
部
の
幹
部

し
か
知
ら
さ
れ
ず
、
一
般
信
者

は
麻
原
の
命
令
に
無
条
件
で
従

う
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
従
わ
な
け

れ
ば
生
命
さ
え
保
証
さ
れ
な
い

破
壊
的
カ
ル
ト
で
あ
っ
た
こ
と

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
現
代
社
会
は
多

く
の
選
択
肢
に
あ
ふ
れ
自
由
度

が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
自

ら
意
思
決
定
す
る
こ
と
に
困
難

を
感
じ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
強
い
不
安
や
孤
独
感
を
抱
え
、

グ
ル
の
よ
う
な
絶
対
的
存
在
に
依
存
し
や
す

く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
の
ア
レ
フ
に
は
明
確
な
グ
ル
は
存
在

せ
ず
、
麻
原
死
後
に
ホ
ー
リ
ー
ネ
ー
ム
を
授

与
さ
れ
た
者
や
正
式
に
出
家
を
認
定
さ
れ

た
者
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

麻
原
の
二
男
と
長
男
に
つ
い
て
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
の
最
終
解
脱
者
と
位
置
付
け
ら
れ
、
教

祖
的
存
在
と
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
麻
原
の
遺
骨
問

題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
遺
骨
の
所
有
権
を

巡
る
争
い
で
は
四
女
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ

ず
、
二
女
に
所
有
権
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
は
現
在
も
遺
骨
を
返
還
し
て

お
ら
ず
、二
女
は
返
還
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起

し
て
い
ま
す
。
最
高
裁
判
所
の
判
断
は
、
本
年

中
に
も
示
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
を
脱

会
し
た
人
の
中
に
は
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
て

事
業
で
成
功
し
た
人
も
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
滝
本
弁
護
士
は
、
上
祐
に
つ
い
て

も
理
論
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
を
解

散
し
、
自
ら
の
力
で
身
体
を
動
か
し
て
生
き
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
述
べ
、
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

オウム真理教対策住民協議会ニュース  217号（7月号） 全区版 令和8年7月6日

烏山地域
オウム真理教対策
住民協議会

オウム真理教対策 第52回

抗議デモ・学習会を開催

抗　 議　 文

　地下鉄サリン事件から３1年が過ぎた。しかし調査によれば、現在

でも被害者の７割以上が目の不調を訴え、２割以上に「ＰＴＳＤ」と

呼ばれる「心的外傷後ストレス障害」の症状があり、今後の症状悪化

に不安を抱えながら生活している。また、犠牲者ご遺族の無念な思い

は年月を経ても変わらない。

　にもかかわらず、オウム真理教の後継団体である「アレフ」、そして

ここ烏山の「ひかりの輪」は、裁判所の賠償命令も一部しか履行せず、

謝罪からも長年逃げ回り、被害者やご遺族を二重の意味で苦しめ続け

ている。

　更に「ひかりの輪」代表の上祐は、オウム真理教の一連の犯罪に

ついてマスメディアのインタビューでは能弁に語る一方で、自身の関

与等の本質的な質問には曖昧な回答に終始し、自分は無関係である

かのような無責任な態度を続けている。

　上祐は、「ひかりの輪」の会員数が減少を続けている現実を直視し、

新たな宗教被害者を生む勧誘活動を直ちに止め、既存会員を家族の

もとへ帰し、被害者とご遺族への賠償責任と謝罪を果たした上で「ひ

かりの輪」を早期に解散・解体すべきである。

　我々は、それが実現するまで行政や地域住民からの支援に加え、

全国の住民協議会とも連携し、粘り強く闘うことをここに宣言する。

　令和８年５月９日

烏山地域オウム真理教対策住民協議会

会 長 　古  馬  一  行

【
グ
ル
】
霊
的
指
導
者
を
意
味
す
る
が
、

　
　
　
　
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
松
本
智
津
夫

　
　
　
　(

麻
原
彰
晃
）
死
刑
囚
を
指
す
。
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【学習会への感想】

＊�報道されていないことを堤ることができて壟変参考になった。

同じ様なことが二度と起きない様に正しい堤識を得て原因を

きちんと考えることが壟切だと感じた。

＊�オウム真理教壈策に携わる者として、どのような考えで活動し

ていくのか、改めて学ぶ必要があると感じました。

＊�オウム真理教をめぐる最新の状況がよく分かりました。今も

まだ問壢は墫いている。

＊�自由への不安から帰依する信者心理とその壈策は壟いに参考

になった。

＊�当初からオウムと壈峙していただけあって、堤識量の墷さに驚

きました。麻原の遺骨の状況についても良く分かりました。

＊�過度な崇拝、絶壈的服従を強いる、自分で決める責任から逃れ

たい心理を学びました。自分で生きていけ！というメッセージは

壟切だと思います。

＊�自由になるほど不安が増し、不自由に逃げ込むという話が印象

に残りました。

＊�私がオウム事件の時は１９歳でしたが、３１年経過しても烏山の

方々に迷惑をかけて、現在においても影響力をアレフやひかり

の輪についても保有しており、壤本先生のお話を聞いて恐怖を

感じております。

＊�信仰の内容よりも、壈策の部分や陥りやすい人の傾向などを

もっと詳しく教えてほしかったです。

【住民協議会の活動への感想】

■�初めて参加したが、協議会の方が堥域の安全・�安心のために

全力で活動されている姿に心を墿たれた。�微力ではあるが、

自分も少しでも力になれる様に協力していきたい。

■�塭年の粘り強い活動に頭が下がる思いです。確実にひかりの輪

に圧力をかけ墫けて塮いていると思っております。

■�これだけ墷くの住民が参加する自治壆は近年少なくなってい

ます。引き墫き若い世壝も取り込み、これまで以上の活動を期

壌しております。

■�行動を起こすことは、オウムの活動にブレーキをかける。やはり、

この活動は墫けなければ！

■風化を防ぐ為に、メディアへのアクションが有効と思います。

■�デモは、社会は許していないという意思表示。壟切だと感じま

した。

■継墫した活動を望む。若者への周堤啓発を行っていただきたい。

■�協議会ニュースは、いつも興味を持って拝読しています。堥道な

活動ながら“力強さ”を感じております。

■�デモの度に、オウムの件に壈しての世相の風化を感じておりま

したが、特に今回は、墀行する人々は、もうオウムの事件を堤ら

ない世壝だなと塿感しました。その人々にいかにしてオウム問

壢を伝えていくのか、私壹の重壟な課壢です。

（�以上、学習会アンケートから一部抜粋�）

◎�今回も烏山堥域だけではなく、墶の堥域からも墷くの皆様に

ご参加いただき、とても壟きな励みになっております。アン

ケートは、私たちの活動の糧となります。今後ともご支援、

ご協力を宜しくお願い申し上げます。

協議会ホームページアドレス　https://www.karasuyama-kyogikai.jp

この協議会ニュースは、皆様の募金により発行されています。

本紙についてのお問い合わせ：世田谷区南烏山6-22-14　烏山総合支所内住民協議会  電話 03（3326）1202・FAX 03（3326）1050

オウム真理教後継団体への観察処分継続に向けた署名活動へのご理解・ご協力のお願い

第52回 抗議デモ・学習会のアンケート報告

オウム真理教後継団体への観察処分更新に向けて
　世田堁区南烏山に本部を堬く「ひかりの輪」を含むオウム真

理教後継堚壆に壈して適用されている「無差別壟量殺人行為を

行った堚壆の規制に関する法律（堚壆規制法）」に基づく「観察

処分」は、平成12年（2000年）から３年ごとに８回更新され、

令和９年１月末に現処分の期限を迎えます。

　観察処分は、公安当局が「ひかりの輪」等を24 時間壆制で

監視し、立入検査もできる法的根拠となっており、堥下鉄サリン

事件のような無差別壟量殺人行為の再発を未然に防止し、堥域

住民の安全を守る非常に重要な枠組みです。よってこの観察処

分は必ず更新しなければなりません。

　当住民協議会では、区内の塢会・自治会塭、区議会議員、

及び関係諸堚壆の壝表者に壈し、観察処分の更新を求める署

名への協力を依頼しました。署名活動は堥域住民が処分更新を

望んでいることを当局に塲接伝える重要な手堠ですので、署名

活動へのご理解・ご協力をお願いします。

　今秋には、同様の課壢を抱える全国の自治壆・住民堚壆とと

もに、署名を国に塲接提出し、観察処分の更新を強く要請する

予定です。

* * * * * * * * * * * お知らせ * * * * * * * * * * *
次回の抗議デモ・学習会は11月14日（土）に

開催予定です。
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